
2023年6月28日
東京都港区芝三丁目８番２号

株式会社 レジデンシャルサービス
代表取締役 澤田 敏広

貸借対照表(2023年3月31日現在)
(単位:千円)

資      産      の      部 負      債      の      部

科      目 金      額 科      目 金      額

流動資産 2,027,116 流動負債 203,486

現金預金 1,539,577 営業未払金 12,353

営業未収入金 34,290 未払金 61,916

貯蔵品 30 未払法人税等 86,730

立替金 483,034 未払消費税等 3,564

前払費用 5,928 未払費用 18,980

未収入金 332 預り金 6,390

貸倒引当金 36,074 △       前受収益 136

賞与引当金 13,417

固定負債 1,232,588

固定資産 10,259

長期借入金 1,210,000

有形固定資産 3,120 入室保証金 2,042

建物 2,522 役員株式給付引当金 3,195

構築物 0 株式給付引当金 17,351

備品 598

無形固定資産 4,889 負  債  合  計 1,436,074

ソフトウェア 4,889 純   資   産      の      部

投資その他の資産 2,250 株主資本 601,301

差入保証金 2,250

資本金 10,000

利益剰余金 591,301

利益準備金 2,500

その他利益剰余金 588,801

 繰越利益剰余金 588,801

 (当期純利益) (300,266)

純 資 産  合  計 601,301

資  産  合  計 2,037,375 負債及び純資産合計 2,037,375

第１７期決算公告



株式会社 レジデンシャルサービス

【重要な会計方針に係る事項に関する注記】 

１．固定資産の減価償却方法

有形固定資産(リース資産を除く) 定率法

但し、1998年4月1日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

並びに2016年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物に

ついては、定額法を採用しております。

無形固定資産(リース資産を除く) 定額法

２．引当金の計上基準

貸倒引当金 売掛債権、その他これに準ずる債権の貸倒による損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能

見込額を計上しております。

賞与引当金 従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき

計上しております。

株式給付引当金 株式給付規定に基づく株式会社長谷工コーポレーション株式の

給付に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込

額に基づき計上しております。

役員株式給付引当金 役員株式給付規定に基づく株式会社長谷工コーポレーション株

式の給付に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の

見込額に基づき計上しております。

３．収益及び費用の計上基準 当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業におけ

る主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点

は以下のとおりであります。

(賃料保証、不動産賃貸管理)

当該履行義務は、不動産賃貸管理に関連する履行義務の内容に

応じて一時点又は一定の期間にわたり履行義務を充足し、収益

を認識しております。取引価格は顧客との契約により決定して

おり、対価は当該契約に基づき受領しております。

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

記載金額の表示方法 表示単位未満の端数を四捨五入し表示しております。

グループ通算制度の適用 グループ通算制度を適用しております。

個 別 注 記 表


